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九
月
二
十
六
日
文
化
庁
は
、
「
宗
像
・
沖
ノ
島
と
関
連
遺
産

群
」
を
世
界
遺
産
国
内
暫
定
リ
ス
ト
に
記
載
す
る
こ
と
を
決
定

し
ま
し
た
。
こ
れ
は
、
世
界
遺
産
と
し
て
登
録
す
る
た
め
の
必

須
条
件
と
な
り
ま
す
。
世
界
遺
産
と
し
て
日
本
に
は
、
法
隆
寺

や
古
都
京
都
、
厳
島
神
社
な
ど
十
一
の
文
化
遺
産
と
屋
久
島
を

）
は
じ
め
三
つ
の
自
然
遺
産
が
既
に
登
録
さ
れ
て
い
ま
す
。
次
は

らか
こ
の
世
界
遺
産
に
登
録
さ
れ
る
よ
う
に
準
備
を
進
め
ま
す
。

ほ長
現
在
世
界
遺
産
と
な
っ
て
い
る
も
の
は
、
す
べ
て
文
化
庁
が

市像
推
薦
し
、
国
内
暫
定
リ
ス
ト
に
記
載
後
、
世
界
遺
産
委
員
会
を

宗釘
経
て
登
録
さ
れ
る
と
い
う
も
の
で
し
た
。
し
か
し
、
一
方
的
な

J
暉
国
内
暫
定
リ
ス
ト
ヘ
の
推
薦
に
は
、
明
確
な
埜
準
が
な
く
、
世

/
、
矢
県
＇
界
遺
産
を
目
指
す
自
治
体
と
し
て
も
門
戸
が
開
か
れ
て
い
ま

生

せ
ん
で
し
た
。
そ
こ
で
平
成
十
八
年
か
ら
暫
定
リ
ス
ト
追
加
記

麻長市
載
に
あ
た
っ
て
は
、
世
界
遺
産
を
希
望
す
る
地
方
自
治
体
か
ら

津疇
の
公
募
と
い
う
形
に
方
針
が
変
わ
り
ま
し
た
。

る
今
回
の
公
募
制
に
よ
っ
て
、
平
成
十
八
年
度
に
は
二
十
四
件

池れさ
が
提
案
書
を
提
出
し
、
そ
の
う
ち
四
件
が
暫
定
リ
ス
ト
に
記
載

見会
さ
れ
二
十
件
が
継
続
審
議
と
な
り
ま
し
た
。
本
遺
産
は
こ
の
と

者目
き
継
続
審
議
と
な
り
ま
し
た
。

コ
し

宗
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11月祭事暦

1 日天皇陛下卸麒二十年靱祭

午前 1 1 時～
浦安舞奉奏

つさなみ

毎月 1 ・ 15日月次祭
午前10時～
高宮祭
第二宮•第三宮祭
宗像護国神社祭 (1 日）

午前 1 1 時～
総社祭
豊栄舞奉奏 (15 日）

3 日明治祭
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平
成
十
九
年
度
に
は
新
規
に
＋
つ
い
て
国
内
外
の
専
門
家
に
て
い
た
と
い
う
世
界
的
に
例
が
無

三
件
の
提
案
が
あ
り
ま
し
た
。
最
．
よ
る
合
意
形
成
を
図
る
こ
と
。
•
い
と
い
う
点
で
評
価
さ
れ
、
世
界

終
的
に
継
続
審
議
中
の
二
十
件
二
、
「
厳
島
神
社
」
と
の
十
分
な
比
·
遺
産
に
登
録
さ
れ
ま
し
た
。
と
こ

は
、
一
件
が
統
合
さ
れ
た
た
め
十
較
研
究
を
行
う
こ
と
。
；
ク
が
、
奥
州
平
泉
の
場
合
は
、
浄
土

九
件
と
な
り
、
新
規
の
十
三
件
を
・
三
、
推
薦
資
産
の
名
称
に
つ
い
て
．
信
仰
の
根
底
に
あ
る
思
想
か
ら
、

含
め
計
一
二
十
二
件
が
今
回
の
暫
定
i
主
題
及
び
構
成
資
産
の
内
容
善
人
悪
人
生
き
て
い
る
物
す
べ
て

リ
ス
ト
入
り
を
目
指
す
候
補
と
な
i
を
正
確
に
反
映
し
た
最
も
適
：
が
浄
土
の
世
界
に
行
く
こ
と
が
で
i

り
ま
し
た
。
~
切
な
も
の
と
な
る
こ
と
°
·
き
、
そ
こ
か
ら
世
界
平
和
を
願
う
·

こ
の
三
十
二
の
案
件
か
ら
、
文
四
、
古
墳
の
保
護
範
囲
の
確
定
と
追
·
と
い
う
碁
本
理
念
で
世
界
遺
産
に

化
審
議
会
文
化
財
分
科
会
世
界
文
加
資
産
の
検
討
、
島
の
神
聖
性
臨
み
ま
し
た
が
、
西
洋
人
に
と
っ

化
遺
産
特
別
委
員
会
に
よ
る
調
査
や
原
生
的
な
自
然
環
境
な
ど
を
て
悪
人
も
浄
土
に
し
け
る
と
し
ぅ

や
審
議
を
行
い
、
本
遺
産
を
含
む
確
実
に
維
持
す
る
た
め
の
具
体
考
え
方
が
理
解
で
き
ず
、
そ
の
説

五
件
が
世
界
遺
産
国
内
暫
定
リ
ス
·
的
な
検
討
を
行
う
こ
と
。
明
に
時
間
を
費
や
し
、
結
果
、
継
続

ト
に
記
載
さ
れ
ま
し
た
。
こ
れ
に
一
ュ
、
未
指
定
の
古
墳
に
つ
い
て
は
、
審
議
と
な
っ
た
と
い
う
こ
と
で

よ
っ
て
、
国
内
に
は
、
十
三
の
文
化
・
国
指
定
史
跡
と
し
て
の
手
順
を
：
す
。

遺
産
と
―
つ
の
自
然
遺
産
が
暫
定
検
討
、
ま
た
、
資
産
の
核
と
な
る
こ
れ
か
ら
の
、
世
界
遺
産
登
録

リ
ス
ト
に
記
載
さ
れ
る
こ
と
に
な
部
分
と
そ
の
周
辺
保
護
地
域
の
に
は
、
世
界
情
勢
に
適
合
し
、
世
界

り
ま
す
。
範
囲
及
び
方
法
に
つ
い
て
、
早
[
の
人
々
が
感
銘
を
受
け
ヽ
納
得
し
ヽ
ー

暫
定
リ
ス
ト
に
記
載
さ
れ
た
急
な
実
現
を
図
る
こ
と
。
そ
れ
を
簡
単
に
表
現
で
き
る
内
容
i

「
宗
像
・
沖
ノ
島
と
関
連
遺
産
群
」
が
必
要
と
な
っ
て
き
ま
す
。
文
化

は
、
顕
著
な
普
遍
的
価
値
を
持
つ
·
世
界
遺
産
に
登
録
さ
れ
る
た
め
庁
か
ら
与
え
ら
れ
た
課
題
を
整
理

可
能
性
が
高
い
と
認
め
ら
れ
た
の
の
最
近
の
傾
向
と
し
て
、
顧
著
な
し
、
新
た
に
世
界
遺
産
登
録
韮
準

で
す
が
、
国
際
的
な
評
価
を
得
る
｝
普
遍
的
価
値
の
明
確
化
や
、
恒
久
i
に
適
合
し
た
顕
著
な
普
遍
的
な
価
·

上
で
は
不
十
分
と
さ
れ
、
以
下
に
的
な
保
護
措
置
の
確
立
が
求
め
ら
·
値
を
も
う
一
度
検
討
し
て
い
く
こ

示
す
五
つ
の
課
題
が
示
さ
れ
ま
し
れ
て
い
ま
す
。
石
見
銀
山
の
場
合
、
と
に
な
り
ま
す
。
そ
し
て
、
世
界
遺

た
。
·
ユ
ネ
ス
コ
世
界
遺
産
委
員
会
の
調
産
登
録
が
最
終
目
標
で
は
あ
り
ま

査
機
関
イ
コ
モ
ス
の
判
断
で
は
、
せ
ん
。
本
当
の
目
標
は
、
本
遺
産
を

l
、
国
内
外
の
同
じ
よ
う
な
資
産
登
録
延
期
で
し
た
が
、
世
界
遺
産
人
類
共
有
の
遺
産
と
し
て
如
何
に

と
の
比
較
研
究
を
進
め
、
国
際
の
可
否
が
決
定
さ
れ
る
世
界
遺
産
保
存
管
理
し
、
将
来
に
わ
た
っ
て

的
な
専
門
家
会
議
の
開
催
を
委
員
会
で
は
、
環
境
破
壊
を
伴
わ
守
り
続
け
て
い
く
か
で
あ
り
ま
す

通
じ
、
顕
著
な
普
遍
的
価
値
に
ず
、
鉱
山
と
し
て
採
掘
が
行
わ
れ
か
ら
、
終
り
は
あ
り
ま
せ
ん
。
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え
、
午
前
七
時
海
上
神
幸
「
み
あ
れ
で
飾
っ
た
約
―
二

0
隻
の
大
船
団
·
次
各
港
へ
帰
港
、
宗
像
三
女
神
は
こ

秋
象
大
鍋
斎
籍
鼈
祭
」
の
斎
行
が
決
定
し
た
。
に
守
ら
れ
な
が
ら
出
港
。
大
島
港
一
緒
に
神
湊
港
へ
と
入
港
さ
れ
た
。

台
風
十
五
号
の
影
響
も
少
な
く
、
好
天
に
恵
ま
れ
、

1

午
前
八
時
―
―1
0分
、
中
津
宮
で
を
出
る
と
涌
上
は
波
高
三
い
い
の
大
前
日
ま
で
の
天
候
に
よ
り
、
本
年

＿
＿
一
日
問
、
多
く
の
参
拝
者
で
賑
わ
げ
＼
』
出
御
祭
が
斎
行
さ
れ
、
大
島
小
学
時
化
で
あ
っ
た
が
、
玄
界
灘
を
順
調
は
旧
玄
海
魚
市
場
で
頓
宮
祭
を
斎

台
風
十
五
号
接
近
か
と
連
日
予
祭
の
お
出
迎
え
を
始
め
、
連
日
多
校
鼓
笛
隊
に
よ
る
「
崖
の
上
の
ポ
ニ
に
進
み
上
空
に
は
ヘ
リ
コ
プ
タ
ー
が
行
。
御
座
船
奉
仕
者
に
感
謝
状
と

報
さ
れ
、
十
月
一
日
の
海
上
神
幸
く
の
参
拝
者
が
押
し
寄
せ
境
内
は
ョ
」
の
先
導
に
続
き
、
沖
・
中
両
宮
の
何
機
も
舞
い
取
材
を
行
っ
た
。
記
念
品
が
贈
呈
さ
れ
た
。

「
み
あ
れ
祭
」
の
斎
行
が
懸
念
さ
れ
三
日
間
で
十
一
万
人
の
参
詣
者
を
御
神
輿
は
島
民
総
で
の
見
送
り
の
神
湊
の
波
止
場
に
は
既
に
多
く
そ
の
後
、
御
座
車
で
辺
津
宮
ま

た
が
、
天
気
も
好
転
し
無
事
三
日
数
え
た
。
中
大
島
港
へ
と
御
神
幸
し
た
。
の
拝
観
者
が
殺
到
、
午
前
九
時
過
で
陸
上
神
幸
、
正
午
過
ぎ
無
事
に

間
の
秋
季
大
祭
（
田
島
放
生
会
）
が
◆
十
月

1

I
J
◆
午
前
九
時
三

0
分
、
花
火
の
合
ぎ
に
は
隣
接
の
駐
車
場
も
満
車
状
三
宮
の
御
神
璽
は
辺
津
宮
本
殿
に

斎
行
さ
れ
た
。
台
風
の
影
響
で
、
や
む
な
く
中
図
と
と
も
に
沖
・
中
両
宮
の
神
輿
態
と
な
っ
た
。
神
湊
港
沖
で
三
宮
の
入
御
さ
れ
た
。
一
日
祭
（
入
御
祭
）

本
年
は
水
曜
日
か
ら
と
平
日
で
止
し
た
平
成
十
年
同
様
か
と
思
わ
を
乗
せ
た
御
座
船
が
、
『
波
切
り
御
御
座
船
は
一
年
振
り
に
お
揃
い
と
で
は
、
主
韮
地
方
風
俗
舞
が
保
存

の
斎
行
で
あ
っ
た
が
一
日
の
入
御
れ
た
が
、
進
路
を
九
州
南
部
へ
と
変
幣
』
『
紅
白
の
吹
流
し
』
『
大
漁
旗
』
な
り
、
供
奉
し
て
き
た
各
船
は
順
会
々
員
の
奉
仕
で
厳
か
に
奉
奏
さ
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U
N
れ
た
。
止
め
見
入
っ
て
い
た
。
．
奉
納
さ
れ
、
十
二
単
姿
の
舞
姫
は
、

◆
十
月
二
日
◆
一
祭
典
終
了
後
、
清
明
殿
で
直
会
が
i
拝
殿
に
詰
め
か
け
た
多
く
の
参
拝

M
 

宗
流
鏑
馬
神
事
・
翁
舞
執
り
行
わ
れ
、
小
島
家
に
よ
り
代
々
者
を
魅
了
し
た
。

二
日
午
前
八
時
か
ら
は
、
神
門
一
奉
納
さ
れ
て
い
る
手
水
舎
前
の
大
織
一
こ
の
三
日
祭
終
了
後
に
は
、
高

／
ィ
前
の
馬
場
道
で
流
鏑
馬
神
事
が
奉
：
を
こ
の
度
新
調
頂
い
た
小
島
正
弘
二
宮
、
第
二
宮
、
第
三
宮
、
宗
像
護
国

発日
仕
さ
れ
、
馬
上
の
射
手
が
地
上
七
氏
（
福
津
市
勝
浦
）
、
ま
た
祓
舎
に
平
·
神
社
に
奉
仕
神
職
、
参
列
者
が
そ

月

2
い
の
的
に
向
け
て
、
次
々
と
矢
を
射
一
成
十
年
に
続
き
紫
幕
を
御
奉
納
頂
：
れ
ぞ
れ
に
分
か
れ
、
秋
季
大
祭
が
執

毎可
る
と
見
学
者
か
ら
盛
ん
な
拍
手
が
~
い
た
佐
々
木
恵
美
子
氏
（
鳥
取
県
)
[
り
行
わ
れ
た
。

午叩
起
こ
っ
て
い
た
。
｛
の
両
名
に
、
神
島
宮
司
よ
り
感
謝
状
i
午
後
一
一
時
か
ら
は
、
拝
殿
で
南

郵
午
前
十
一
時
か
ら
の
二
日
祭
で
と
記
念
品
が
贈
ら
れ
た
。
坊
流
瀧
口
社
中
に
よ
る
献
茶
祭
も

便種
は
、
福
岡
市
の
喜
多
流
（
梅
津
忠
弘
◆
十
月
三
日
◆
奉
仕
さ
れ
、
本
年
は
約
二
十
名
が

三澤
氏
門
下
）
社
中
の
奉
仕
に
よ
り
、
能
浦
安
舞
昇
殿
し
、
二
代
洗
心
庵
・
瀧
口
宗
芳

号
管
や
鼓
の
嗚
り
物
に
合
わ
せ
「
翁
三
日
は
午
前
十
一
時
か
ら
三
日
氏
に
よ
る
見
事
な
お
点
前
が
披
露

7

舞
」
が
神
前
に
奉
納
さ
れ
、
こ
の
風
祭
が
斎
行
さ
れ
、
地
元
玄
海
中
学
·
さ
れ
た
。

3
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第
雅
な
舞
に
多
く
の
参
拝
者
は
足
を
ー
の
女
生
徒
四
名
に
よ
る
浦
安
舞
が
そ
し
て
午
後
六
時
、
高
宮
斎
場

平成20年 1 1 月 1 日土曜日ず4'

各奉仕者は下記の通り（敬称略）

◆御座船
沖津宮第三新幸丸（船頭八尋新吾）

中津宮 第三沖栄丸（船頭沖西豊幸）

辺津宮健栄丸（船頭三苫健二）
◆先導船
第二健栄丸（船頭三苫英了）

玄洋丸（船頭赤間幸明）
◆花火船第三海漁丸（船頭沖西一宏）
◆報道船み た け（宗像漁協大島支所）
◆陸上神幸奉仕車
御座車 西九大運輸倉庫（樹・（樹新出光・宗像地区タクシー協会

で
高
宮
神
奈
備
祭
が
斎
行
さ
れ
、

神
島
宮
司
以
下
神
職
、
太
宰
府
天

満
宮
神
職
・
巫
女
、
小
林
栄
二
会
長

以
下
氏
子
青
年
会
員
約
三
十
名
の

総
勢
約
五
十
名
の
奉
仕
で
斎
行
さ

れ
た
。

浄
闇
の
祭
場
で
「
悠
久
舞
」
が
奉

奏
さ
れ
る
と
一
同
感
動
の
様
子
で

あ
っ
た
。
こ
の
高
宮
神
奈
備
祭
で
三

日
間
に
亘
る
秋
季
大
祭
は
無
事
に

締
め
括
ら
れ
た
。

ぷ.. 
“
'
守
仙

ー

：
ダ

J
~
円

、
↓

に
`
･
`
 

.. 
が
へ
事

` 

宗像観光協会

先導車 宗像観光協会・宗像地区交通安全協会
宗像市消防団第十一分団

供奉車 宗像市消防団第十二分団・玄海ホテル旅館組合

◆主基地方風俗舞奉仕者
〈舞方〉清水陽介、中野久志、吉田光利、松井徳一郎

〈歌方〉石津典秀、吉田敏幸、岩佐洋一、中野正徳、福崎武志
◆氏子奉幣使 石塚正伸（宗像市）
◆流鏑馬射手奉仕者 古川師、木稲修一、木稲貴史
◆浦安舞奉仕者 岩佐亜美、岩佐春佳、岩佐保奈美、中野美里
◆南坊流献茶祭 二代洗心庵・瀧口宗芳（宗像市山田）
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秋
砂
突
遁
安
全
希
ゃ
ン
ベ
t
り
裂

●
辺
津
宮
・
第
一
駐
車
場
で
実
施s

九
月
二
十
三
日
、
宗
像
警
察
署
、

宗
像
交
通
安
全
協
会
と
協
力
し
、

当
大
社
第
一
駐
車
場
で
秋
の
交
通

安
全
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
を
行
い
、
宗
像

路
を
走
る
ド
ラ
イ
バ
ー
に
安
全
連

転
を
訴
え
た
。

当
日
は
爽
や
か
な
天
候
に
恵

ま
れ
、
巫
女
数
人
が
参
加
し
、
約

一
時
間
に
わ
た
っ
て
多
く
の
ド
ラ

イ
バ
ー
に
安
全
運
転
を
訴
え
た
。

飲
酒
連
転
に
よ
り
幼
い
子
供

. 

i
a.q

 

幻

一
三
人
の
命
が
奪
わ
れ
た
痛
ま
し
い

i
事
故
か
ら
二
年
が
経
つ
が
、
残
念
な

．
が
ら
飲
酒
運
転
に
よ
る
交
通
事
故

一
は
い
ま
だ
に
後
を
絶
た
な
い
。
「
自

一
分
は
大
丈
夫
」
「
こ
の
ぐ
ら
い
良
い

｀
汀
｀

-
[
[
{
、
コ
[
[
]
]

り
、
飲
酒

一
連
転
だ
け

1
 

’
ー
ー
＼
＼
＂u

で
な
く
、

全
て
の
交
通
事
故
に
こ
れ
ら

は
共
通
す
る
。

人
間
の
心
を
変
え
て
い
く

こ
と
は
、
時
間
が
か
か
る
。
地

道
で
は
あ
る
が
、
こ
と
あ
る
こ

と
に
啓
発
運
動
を
続
け
て
い

く
し
か
な
い
。
今
後
も
当
大
社

で
は
、
街
頭
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
を

は
じ
め
交
通
安
全
啓
発
運
動

に
積
極
的
に
関
わ
り
、
少
し

で
も
交
通
事
故
の
減
少
に
携

わ
れ
れ
ば
と
思
う
。

一
氏
の
三
氏
に
「
沖
ノ
島
の
鳥
た
ち
」

一
と
題
し
た
沖
ノ
島
に
生
息
す
る
貴

i
重
な
鳥
に
関
し
て
、
五
回
シ
リ
ー
ズ

一
で
連
載
し
て
い
き
ま
す
。

一
紙
面
の
都
合
で
隔
月
に
な
る
可

一
能
性
は
こ
ざ
い
ま
す
が
、
こ
高
覧
賜

一
れ
ば
と
存
じ
ま
す
。

―
-
、
オ
オ
ミ
ズ
ナ
ギ
ド
リ

一
武
下
雅
文
氏

三
、
ヒ
メ
ク
ロ
ウ
ミ
ツ
バ
メ

一
岡
部
海
都
氏

三
一
、
カ
ン
ム
リ
ウ
ミ
ツ
バ
メ

一
武
石
全
慈
氏

一
四
、
沖
ノ
島
の
烏
に
ま
つ
わ
る

一
ト
ピ
ッ
ク
ス

一
武
下
雅
文
氏

一
五
、
沖
ノ
島
の
烏
類
柑
の
特
徴

一
岡
部
海
都
氏

一
面
記
載
の
通
り
、
沖
ノ
島
が
世

界
遺
産
の
暫
定
リ
ス
ト
に
追
加
さ

れ
ま
し
た
。
文
化
的
な
側
面
か
ら

は
大
変
貴
重
で
あ
る
と
の
認
識
は

高
い
の
で
す
が
、
沖
ノ
島
は
自
然
の

部
分
で
も
大
変
貴
重
な
動
植
物
が

生
息
し
て
お
り
、
国
・
県
の
鳥
獣
保

護
区
に
も
指
定
さ
れ
て
い
る
ほ
ど

で
す
。

な
か
で
も
、
鳥
類
は
以
前
か
ら
関

係
者
の
間
で
は
強
い
関
心
が
寄
せ

ら
れ
て
お
り
、
数
々
の
学
術
機
関
が

調
査
を
行
っ
て
い
ま
す
。

そ
こ
で
今
回
、
北
九
州
市
立
自

然
史
・
歴
史
博
物
館
（
い
の
ち
の
た

び
博
物
館
）
学
芸
員
の
武
石
全
慈

氏
に
取
り
ま
と
め
い
た
だ
き
、
同
氏

の
他
に
武
下
雅
文
氏
、
岡
部
海
都

新
連
載
の
お
知
ら
せ

『
沖
ノ
島
の
島
た
ち
』

............................... ｷ • ｷ ｷ ｷ ｷ • ｷ • ｷ • ｷ ｷ ｷ • ｷ ｷ ｷ ｷ ｷ ｷ ｷ ｷ ｷ ｷ ｷ ｷ ｷ ｷ ｷ ｷ • ｷ ｷ ｷ • ｷ ｷ ｷ • ｷ ｷ ｷ • ｷ • ｷ ｷ ｷ ｷ • ｷ ｷ ｷ • ｷ • 

た館あは物るいい
だでりじ館北たと尚

［喜皐 :1 翡召塁写
t: ：り； ；〗i~i ,11―_、5口、
靡で製霊悶喜面：‘ ... v夕砧叉、沢遭享喧こ名し
；忍畠腐開胃閂麿蝉｀饂日鳳曇筐＄峰詞匹四たび田博物館」～と＇
て博多本史させお【お問い合わせ先】
い物くを博れて願いのちのたび博物館 電話 (093) 681-1011 
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九
月
十
五
日
か
ら
、
斬
新
な
感
覚
と
参
拝

者
の
要
望
に
叶
え
ば
と
新
た
な
意
匠
の
御
守

を
頒
布
し
て
お
り
ま
す
。

そ
れ
に
伴
い
、
そ
の
御
守
を
納
め
る
「
折
敷
」

も
、
機
能
的
で
し
か
も
神
社
と
し
て
相
応
し
い

も
の
を
と
一
新
致
し
ま
し
た
。

当
大
社
の
授
与
所
は
、
本
殿
前
と
祈
願
殿

待
合
所
の
ニ
ヶ
所
こ
ざ
い
ま
す
が
、
い
づ
れ
の
授

与
所
で
も
社
頭
が
賑
わ
う
と
ど
の
よ
う
な
御

守
・
御
札
が
何
処
に
お
い
て
あ
る
の
か
分
か
り

ず
ら
く
、
長
年
の
懸
案
事
項
で
も
あ
り
ま
し
た
。

こ
の
度
試
行
錯
誤
の
末
、
桐
製
の
軽
い
木
材

を
用
い
て
少
し
高
さ
を
出
し
、
ア
ク
リ
ル
や
。
フ

ラ
ス
テ
ィ
ッ
ク
等
は
一
切
使
用
せ
ず
、
皆
様
に

分
か
り
や
す
く
「
鎮
守
の
杜
」
の
イ
メ
ー
ジ
を

前
面
に
出
せ
る
よ
う
配
慮
し
ま
し
た
。

今
後
は
一
年
で
最
も
多
く
の
皆
様
に
参
拝

い
た
だ
く
正
月
を
念
頭
に
、
暫
時
製
作
し
て
ま

い
り
ま
す
が
、
年
内
は
今
回
完
成
し
た
も
の
を

使
用
致
し
ま
す
。

さ
ら
に
、
参
拝
者
へ
の
授
与
品
こ
案
内
を
よ

り
充
実
し
た
も
の
に
と
、
授
与
所
上
部
に
御
守

や
お
札
等
を
掲
示
す
る
木
製
の
枠
も
設
置
し

て
い
く
予
定
で
す
。

こ
参
拝
の
折
に
は
、
刻
一
刻
と
装
い
の
変

わ
っ
て
い
く
宗
像
大
社
の
授
与
所
に
こ
期
待

下
さ
い
。

授
与
所
の
装
い
を
ご
岬9
”
.
¢
.
o

お
し
き

『
折
敷
』
を
新
た
に
襲
作

無
病
息
災
と
い
っ
た
健

康
を
御
祈
念
申
し
上
げ

た
御
守
が
新
た
に
加
わ

り
ま
し
た
。

生
活
習
慣
病
、
高
齢
者

の
増
加
、
ま
た
健
康
志
向

等
、
今
日
健
康
を
特
に
意

識
さ
れ
る
方
が
増
え
て

お
ら
れ
、
社
頭
で
も
「
健

康
の
御
守
は
あ
り
ま
せ

ん
か
」
と
い
う
問
い
合
わ

せ
が
多
々
あ
り
、
こ
の
度

奉
製
致
し
ま
し
た
。
―

い
つ
ま
で
も
健
康
で
い

ら
れ
ま
す
よ
う
に
と
「
壮

健
」
の
文
字
を
刺
繍
し
、

色
は
ベ
ー
ジ
ュ
、
海
老
茶
、

錆
青
、
利
休
茶
と
い
う
日

本
古
来
か
ら
の
四
色
で

す
。本

殿
・
祈
願
殿
授
与
所

で
頒
布
し
て
お
り
ま
す
。

健
康
守
の

御
紹
介

ヽ

にこ

え
び
海
老
茶

ー、C
、
ヽ
．
，
シ
．
f
]

.. 

ノ
，
／
ぺ
心

.

.

 
9
 .
.
 ,

.

.

.

.
 

，
し
ノ
9
,
.

ー
一
ヽ
ー

... 
,^` 

.. 

ノ
，
一

点
賛
：
｀
し
．
．
．
．
．
．

→
"
、
古
‘
.
.
‘
ば
、
`
‘
5
.
.
.
.
'
ー
／

｀
ぐ.

.

 ;• 

.. 

t
‘
、
メ
r

.... 、
9

ノ
，
．
‘
‘
'
ぐ
．
．
‘
．
．
t

.. 

J
 

：
ベ
ジ

、
、
,
.
`
~
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や
布
な
ど
で
も
作
ら
れ
た
。

最
初
は
宗
教
や
信
仰
的
な

•
も
の
で
あ
っ
た
が
、
時
代
が

ー
さ
が
っ
て
く
る
と
、
子
供
達

の
玩
具
や
装
飾
、
愛
玩
と
幅
広
く

、
。

~
変
化
し
て
し
V

私
の
勤
め
て
い
る
古
賀
市
立
歴
盛
行
し
た
。
青
森
県
・
亀
ヶ
岡
遺
跡
る
。
人
形
は
六
十
八
点
、
馬
形
四
十
海
岸
に
も
人
形
は
漂
着
す
る
。ー

＞
し
＼
＂

史
資
料
館
で
は
、
夏
の
企
画
展
「
仮
出
土
の
遮
光
器
を
つ
け
た
土
偶
は
、
一
点
、
舟
形
が
一
〇
八
点
で
、
他
に
こ
れ
は
不
用
に
な
っ
た
＇

面
」
に
つ
ぎ
、
ミ
ニ
展
示
だ
が
（
展
示
か
な
ら
ず
と
い
っ
て
い
い
ほ
ど
縄
文
鏡
・
玉
な
ど
が
、
加
工
し
や
す
い
滑
り
し
て
棄
て
ら
れ
た
[
[
い

a、9

ケ
ー
ス
五
台
）
、
旅
行
の
先
々
で
買
時
代
を
記
述
す
る
時
に
は
掲
載
さ
石
で
つ
く
ら
れ
て
い
る
。
金
銅
製
人
も
の
、
災
害
で
流
出
し

わ
れ
た
郷
土
人
形
や
記
念
の
土
産
れ
て
い
る
。
土
偶
は
マ
ツ
リ
が
終
わ
形
や
鉄
製
人
形
は
五
号
遺
跡
と
二
た
も
の
、
宗
教
的
儀
礼

人
形
等
を
展
示
し
て
い
る
。
る
と
共
に
、
バ
ラ
バ
ラ
に
破
壊
さ
れ
十
二
号
遺
跡
に
七
点
ほ
ど
で
数
は
の
あ
と
海
へ
棄
て
ら
れ
る
か
、
流
さ
ー
ズ
・
豆
を
巻
き
つ
け
た
子
宝
祈
願

最
近
の
人
形
は
、
木
彫
り
や
土
た
も
の
が
多
く
、
完
形
品
は
極
め
て
少
な
い
。
薄
い
金
属
板
を
切
り
抜
い
れ
た
も
の
で
あ
る
。
北
海
道
の
観
光
の
た
め
に
首
か
ら
吊
す
。
日
本
の
人

人
形
が
少
な
く
な
り
、
。
フ
ラ
ス
チ
ッ
た
も
の
で
土
産
の
ア
イ
ヌ
人
形
は
多
い
し
、
宗
形
で
は
東
の
コ
ケ
シ
、
西
は
熊
本
・

ど

ク
人
形
が
多
く
、
趣
が
な
く
な
っ
た0
.
.;
'
あ
る
。
沖
ノ
教
的
な
仏
像
、
神
像
も
あ
る
。
異
国
日
奈
久
の
ベ
ン
タ
は
素
朴
で
い
い
。

木
や
土
の
素
材
が
い
い
の
だ
が
、
人
i
ー
島
の
人
形
か
ら
の
も
の
も
多
く
あ
り
、
台
湾
、
土
人
形
は
全
国
各
地
で
作
ら
れ
た

形
ま
で
外
国
で
作
ら
れ
る
か
ら
‘
.
、
は
六
形
態
中
国
や
東
南
ア
ジ
ア
、
太
平
洋
諸
島
が
、
今
は
数
も
少
な
い
。
博
多
人
形

で
あ
ろ
う
。
，
；
＇
に
分
類
さ
か
ら
の
も
の
も
あ
る
。
は
洗
練
さ
れ
す
ぎ
て
し
ま
っ
た
。
津

ヽ
↓
形
~

人
形
の
へ
、
3
-
•
長
似
れ
て
い
る
漂
着
で
は
な
い
が
、
ア
フ
リ
カ
の
屋
崎
人
形
、
八
女
の
赤
坂
人
形
、
長

歴
史
は
「
仮

£
,
l
§

ぃ
‘
｀
｀
・
、
ば
が
、
目
、
鼻
、
人
形
も
一
部
展
示
し
て
い
る
。
仮
面
崎
の
古
賀
人
形
、
宮
崎
の
佐
土
原

．
，
フ
~

面
」
と
同
じ
よ
う
に
、
古
く
、
分
・

L
x

ァ
ロ
を
彫
り
と
同
じ
分
布
だ
が
、
ガ
ー
ナ
の
ア
シ
人
形
な
ど
は
伝
統
を
守
り
素
朴
で

.4

•· 

布
も
限
ら
れ
て
い
る
が
、
観
光
用
と
．
｀

.. 

こ
ん
だ
も
ャ
ン
テ
ィ
族
や
フ
ァ
ン
テ
ィ
族
の
人
土
の
温
も
り
が
あ
っ
て
見
飽
き
し

匂

し
て
作
ら
れ
る
と
こ
ろ
も
近
年
多

[
L

の
も
あ
る
：
形
は
ア
ク
ア
バ
人
形
と
い
っ
て
、
頭
：
な
い
。

い
。
人
形
の
は
じ
ま
り
は
、
旧
石
器
―

]
-
3

が
、
多
く
は
扁
が
円
形
や
長
方
形
で
、

'
9.. 

八
＞
．

T
l□“口
い
l
J
ピ
ぃ
少
な
い
。
展
示
し
た
土
偶
も
足
と
か
、
部
の
部
分
に
切
り
込
み

□A』
口
汀
い
い
日
（
り
に

1
1
-
1
1

禁

跡
出
土
の
も
の
は
、
マ
ン
モ
ス
の
牙
手
と
か
胴
部
で
あ
る
。
も
の
で
、
全
体
的
に
簡
潔
で
、
符
牒
·
で
あ
る
。
カ
メ
ル
ー
ン
と
ナ
イ
ジ
ェ

を
加
工
し
た
ビ
ー
ナ
ス
像
も
あ
る
。
i
沖
ノ
島
の
滑
石
製
形
代
は
八
世
．
の
よ
う
に
な
っ
て
終
わ
る
。
馬
形
や
リ
ア
の
国
境
に

日
本
で
も
縄
文
時
代
の
早
期
こ
紀
代
の
奈
良
時
代
後
期
こ
ろ
で
、
祭
．
舟
形
も
同
様
に
変
化
を
し
て
い
る
。
住
む
ナ
ム
ジ
一

ろ
か
ら
あ
り
、
土
偶
は
縄
文
時
代
祀
に
カ
ミ
ヘ
捧
げ
ら
れ
た
も
の
で
、
人
形
の
素
材
は
時
代
と
共
に
骨
族
は
人
形
の

後
期
・
晩
期
に
は
東
北
や
関
東
で
．
一
号
露
天
遺
跡
か
ら
出
土
し
て
い
．
や
牙
、
石
、
木
、
金
属
と
使
わ
れ
、
紙
·
体
に
貝
殻
や
ビ

（続）

公
＃

ハ
｀
·
ー
、

`-“ 

231 

い
し
い
た
だ
し

▲東北コケシ
ひとがた

▲沖の島の人形



第573号 （第三種郵便物許可毎月 1 日発行） 宗 MUNAKATA 像 平成20年 1 1 月 1 日土曜日 8
 

う
き
は
市
浮
羽
町
向
則
正

冷
房
に
馴
れ
ぬ
身
体
に
耐
へ
か
ね
て
昔
な
が
ら
の
団
扇
使
へ
り

ロ
汀
応
賢
｀
i
t
t
h
t
]
疇
三
員
。
で
あ
る
。
あ
り

北
九
州
市
八
幡
西
区
吉
田
ウ
ト
子

し
う
そ

訴
え
を
示
特
定
愁
訴
」
と
記
す
若
き
医
師
美
し
き
福
耳
今
朝
も
見
て
ゐ
る

一
員
[
O』言
員
鱈
冒
員
冒

福
津
市
中
央
池
浦
千
鶴
子

姑
の
や
う
に
あ
れ
こ
れ
小
物
に
鈴
を
付
け
出
掛
け
る
わ
れ
も
古
希
を
す
ぎ
た
り

ロ
碍
い
口
賃
』
疇
鱈
汀
贔
い

]
1「
鱈0出
掛
け
る
」
か

福
岡
市
南
区
井
田
有
久
衣

久
延
彦
の
神
社
の
前
に
行
め
ば
眼
路
の
彼
方
に
大
和
三
山

ロ
麟
悶
闘
闘
汀
い
』
―
口
峠
鱈
汀
疇
』
。
。

北
九
州
市
戸
畑
区
田
中
ハ
ッ
セ

彼
岸
花
咲
き
初
め
し
日
に
年
貢
の
こ
と
新
米
届
け
り
里
の
弟

口
彗
』*]
l
□
二
」
疇
蒻
]
J
は

O作
者
の
里
で
あ
る
。
四
句

宗
像
市
日
の
里
大
和
美
由
紀

夢
に
で
も
会
び
た
い
人
と
ス
ー
パ
ー
で
七
年
ぶ
り
に
再
会
果
た
す

心
憎
く
か
ら
ぬ
人
だ
ろ
う
か
、
親
友
だ
ろ
う
か
、
い
ず
れ
に
し

一
こ□戸
こ
詞
心
い
汎
履
」
の
の
『
汀

0た
め
に
も
、

大
野
展
男
選
毎
月

2
5日
メ
切

阿

一
社
歌
会
詠
革

宗
像
市
田
久
巻
桔
梗

高
宮
に
し
づ
か
に
落
ち
て
鯛
は
に
ぎ
や
か
な
蟻
の
群
れ
に
葬
ら
る

口
言
戸
謬
髯
~
口
汀
叶
言
｀
口
口
叩
宣
言

0。

宗
像
市
田
野
森
甲
子

稲
穂
垂
る
る
畦
に
真
っ
赤
な
習
を
突
き
立
て
咲
け
り
彼
岸
の
く
れ
ば

ロ
員
戸
讐
閂
詞
汀
□
只
員
紅
彗
，

宗
像
市
東
旭
ヶ
丘
天
野
玲
子

二
階
よ
り
見
さ
く
る
丘
に
マ
ン
シ
ョ
ン
の
に
よ
っ
き
り
建
ち
て
不
夜
城
と
な
る

ア
メ
リ
カ
の
大
不
況
に
端
を
発
し
マ
ン
シ
ョ
ン
の
売
れ
行
き
は
不
振

一
葦
以
』
誌
言
』
己
賛
「

E
l麟汀
闘
瓢
疇

宗
像
市
田
久
井
上
光

行
く
秋
の
あ
か
と
き
覚
め
て
世
を
嘆
く
幼
ら
哀
れ
に
死
に
行
く
を
嘆
く

ロ
汀
鱈□汀
彗
汀
謬
区
『
｀
口
『
日
、
の
口
｀

宗
像
市
東
郷
山
口
節
子

盆
の
入
り
鮪
―
つ
き
捕
獲
す
る
テ
レ
ビ
見
し
わ
れ
「
み
す
ず
」
を
思
ふ

ロ
彗
心
正
v
]心
い
0た
一
首
で
あ
る
が
、
二
句
は
「
野
和
靡
―
突

宗
像
市
光
岡
佐
藤
純
一

長
い
髪
風
に
吹
か
れ
し
青
空
に
海
の
加
く
に
水
着
は
ブ
ル
ー

ロ
汀
直
冨
鱈
《
｝
冦
る
海
岸
に
水
着
は
青
空
色
の
ブ
ル
ー

宗
像
市
光
岡
一
木
照
代

た
そ
が
れ
に
烈
の
番
は
稲
穂
か
ら
羽
ば
た
＜
姿
は
遅
れ
を
と
ら
じ

稲
田
で
つ
が
い
の
鷺
が
羽
ば
た
き
を
し
て
い
る
の
を
詠
っ
た

ー
誌
冒
只
昇
心
戸
謬
鱈
『
辻
言
汀
冒

, 
病
む
妻
も
病
ま
ざ
る
わ
れ
も
哀
へ
し
ま
ま
に
今
年
の
八
月
終
る

大
房
の
黒
き
葡
萄
を
買
は
ん
と
す
残
暑
に
食
の
戻
ら
ぬ
妻
に

今
日
一
日
家
事
を
仕
切
り
て
呉
れ
し
娘
が
星
美
し
と
言
び
つ
つ
帰
る

福
津
市
勝
浦
裔
山
睦
子

秋
潮
や
女
人
禁
制
の
島
遥
か

宗
像
市
平
井
占
部
詩
子

玄
海
の
潮
嗚
り
鎮
む
星
祭

宗
像
市
神
湊
永
島
紀
子

短
冊
の
は
ら
り
と
ほ
ど
け
天
の
川

宗
像
市
日
の
里
花
田
い
つ
枝

来
し
方
や
い
ま
こ
こ
・
わ
れ
カ
ン
ナ
燃
ゆ

秋
茄
子
を
嫁
に
食
は
せ
し
平
和
か
な

宗
像
市
田
久
巻
桔
梗

ジ
ャ
ン
プ
せ
ば
十
六
夜
の
月
取
れ
苔
つ
な

紙
面
の
通
り
、

」
「
沖
ノ
島
と
関

連
遺
産
群
」
が
世
界
遺
産
の
暫
定
リ

ス
ト
に
記
載
さ
れ
ま
し
た
。
出
土
品

ハ
万
点
は
全
て
国
宝
、
国
の
史
跡
、
原

生
林
は
天
然
記
念
物
、
県
・
国
の
鳥
獣

保
護
区
と
国
内
で
は
あ
り
と
あ
ら
ゆ

る
指
定
を
受
け
て
お
り
、
残
っ
て
い

る
の
は
世
界
遺
産
く
ら
い
し
か
な
い

の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
▼
沖
ノ
島
は
島

自
体
が
信
仰
対
象
で
あ
り
世
界
遺
産

を
目
指
す
こ
と
自
体
に
慎
重
な
意
見

も
あ
り
ま
す
が
、
宗
像
三
宮
の
氏
子

と
し
て
先
祖
累
代
守
り
伝
え
て
き
た

市
民
の
皆
様
の
気
持
ち
と
、
そ
の
民

意
を
充
分
理
解
し
真
摯
に
取
組
ん
だ

行
政
の
熱
意
に
は
心
動
か
さ
れ
ま
し

た
▼
こ
の
欄
を
書
い
て
、
明
日
か
ら

十
日
間
そ
の
沖
ノ
島
勤
務
に
行
っ
て

ま
い
り
ま
す
。
粛
々
と
神
明
奉
仕
す

る
の
み
で
す
が
、
も
う
一
度
沖
ノ
島

を
見
つ
め
な
お
し
て
こ
よ
う
と
思
い

ま
す
。
（
塚
）
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